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次のとおり、参加意思確認書の提出を招請します。 
 
 

検体検査室に設置している自動細胞解析装置の保守業務を委託することを目的とし、下記の内容

で事前確認公募を実施いたします。 

事前確認公募の結果、応募要件を満たすと認められる者がいない場合にあっては、現在予定して

いる者との契約手続に移行します。なお、参加意思確認書等を受理した際は、一般競争入札に移行し

ます。応募者は、参加意思確認書等を提出した場合、辞退することはできません。 

 
記 

 
 

1. 件名 

自動細胞解析装置保守業務  

 

2. 数量 

二式 
 

3. 契約期間 

令和８年７月１日～令和９年３月３１日 
 

4. 選定方法 

応募要件を満たす応募者が複数あった際は一般競争入札に移行します。応募要件を満たす

と認められる者がいない場合にあっては、現在予定している者との契約手続に移行しま

す。なお応募者は、参加意思確認書等を提出した場合、辞退することはできません。 

 

5. 応募要件 

5.1 応募者は、法人格を有していること。 

5.2 資格審査結果通知書（全省庁統一資格）において、「役務の提供等」のうちA，B，C又はDの

等級に格付けされ、関東甲信越地域の競争資格を有する者。 

5.3 予算決算及び会計令第 70 条の規定に該当しない者であること。なお、未成年者、被

保佐人又は被補助人であって、契約締結のために必要な同意を得ているものは、同条

中、特別な理由がある場合に該当する。 

5.4 予算決算及び会計令第 71 条の規定に該当しない者であること。 

5.5 法人税、消費税及び地方消費税について、納付期限を過ぎた未納税額がないこと。 

5.6 各省各庁及び政府関係法人等から取引停止又は指名停止等を受けていない者（理事

長が特に認める場合を含む。）であること。 

5.7 経営の状況又は信用度が極度に悪化していないと認められる者であり、適正な契約

の履行が確保される者であること。 

5.8 別紙 3に定める証明書記載の要件を満たすこと。 

5.9 守秘性に関する要件 



本業務の履行に関して、秘匿性の高い情報を適切に管理できること。 

5.10 業務執行体制等に関する要件 

別紙 1「自動細胞解析装置保守業務 二式 仕様書」 

参照 

 

6. 手続き等 

6.1 担当部署 

東京都中央区築地5-1-1 

国立研究開発法人 国立がん研究センター（築地キャンパス） 

財務経理部 調達課 

電話番号 03-3547-5201 （内線3743） 

6.2 参加意思確認書の提出期限、場所及び方法 

概 要： 

別紙 1「自動細胞解析装置保守業務 二式 仕様書」に記載の要件を満たし、か

つ「5. 応募要件」に記載の要件を満たし、業務への参加を希望する場合、参加

意思確認書等（下記提出書類一式）を提出していただくこととなります。 

なお、要件を満たしていない参加意思確認書等は受領できませんので、提出前に

電話、又は直接訪問にて、上記「6.1 担当部署」に要件を満たしていることの

確認を必ず行ってください。 

 

期  限：2026年 6月 26日 17 時 00 分 

場  所：「6.手続き等」6.1 に同じ 

方  法：持参、郵送（書留郵便に限る。） 

提出書類：参加意思確認書（別紙 2） 

     証明書（別紙 3） 

資格審査結果通知書（全省庁統一資格）の写し 

参考見積 

 

7. その他 

7.1 手続きにおいて使用する言語及び通貨は、日本語及び日本国通貨に限る。 

7.2 一般競争入札に移行した場合、その旨後日通知する。 

7.3 参加意思確認書を提出した者は、提出した書類に関し説明を求められた場合は、これ

に応じなければならない。 



別紙1 

 

 

 

 

 

 

仕 様 書 
 

 

自動細胞解析装置保守業務  二式 
 

 

 

 

 

 

 

令和８年６月 

 

国立研究開発法人国立がん研究センター中央病院 
  



（業務実施場所） 

国立研究開発法人国立がん研究センター中央病院 

 

（契約期間） 

2026年7月1日～2027年3月31日 

 

（対象機器） 

①米国ベクトン・ディッキンソン社製 自動細胞解析装置 

BD FACSLyric™ ﾌﾛｰｻｲﾄﾒｰﾀｰ 3ﾚｰｻﾞｰ（シリアル番号：R663029000113） 

②米国ベクトン・ディッキンソン社製 自動サンプル調整システム 

BD FACS™ Lyse Wash Assistant（シリアル番号：R337146000951） 

 

 

（各機器の保守範囲等） 

対象機器① 

米国ベクトン・ディッキンソン社製 自動細胞解析装置 

BD FACSLyric™ ﾌﾛｰｻｲﾄﾒｰﾀｰ 3ﾚｰｻﾞｰ（シリアル番号：R663029000113） 

 

保守の範囲  

(1)自動細胞解析装置のシステム本体及びBlue、Red、Violetレーザー、ローダー、コンピュ

ータワークステーションを対象とする。 

(2)定期点検は期間を通して１回行う。 

(3)定期点検時の技術作業料・出張料・宿泊費および部品代金を含む。 

(4)定期点検時の都度、点検用交換消耗品キットを交換する。 

(5)システム本体及びBlue、Red、Violetレーザー、ローダー、コンピュータワークステーション

の障害発生時における復旧作業に要する費用を含む。 

 

保守体制 

保守を行う時間は原則として土曜・日曜・祝祭日およびメーカーの定める休業日を除く、午前

9時から午後5時までとする。 

保守の対象外 

(1)上記に記載のないレーザーシステム。 

(2)消耗品（記録媒体・シース液および試薬）。 

(3)施設内での取扱説明およびアプリケーション説明。 

(4)天変地災や事故、本機器の使用者の取扱不注意や通常の使用では起こりえない原因に

起因する修理および調整。 

(5)定期点検以外の点検、故障時以外の来訪。 

点検および作業完了時の報告 

当施設の担当者のもと試験運転および外観性能などの検査をもって作業の完了とし、技術

作業報告書を提出する。 

 

  



対象機器② 

米国ベクトン・ディッキンソン社製 自動サンプル調整システム 

BD FACS™ Lyse Wash Assistant（シリアル番号：R337146000951） 

 

保守の範囲 

(1) 自動サンプル調整システムのシステム本体とする。 

(2) システム本体の障害発生時における復旧作業に要する費用を含む。 

 

保守体制 

保守を行う時間は原則として土曜・日曜・祝祭日およびメーカーの定める休業日を除く、午前

9時から午後5時までとする。 

保守の対象外 

(1)消耗品（記録媒体・シース液および試薬）。 

(2)施設内での取扱説明およびアプリケーション説明。 

(3)天変地災や事故、本機器の使用者の取扱不注意や通常の使用では起こりえない原因に

起因する修理および調整。 

(4)定期点検以外の点検、故障時以外の来訪。 

点検および作業完了時の報告 

当施設の担当者のもと試験運転および外観性能などの検査をもって作業の完了とし、技術

作業報告書を提出する。 

 

 

（契約代金の支払の時期及び方法） 

契約代金支払の時期は、全ての作業が完了したときを原則とし、振込によるものとする。なお業

務を完了したときは、作業完了報告書を提出するとともに、作業完了の検査を受けなければな

らない。 



別紙 2 

 
年 月 日 

 

 

参加意思確認書 

 

国立研究開発法人 国立がん研究センター

理事長 間野 博行 殿 

 

 
 

住 所

会社名 

代表者 印 

連絡先 
 

 

 

「自動細胞解析装置保守業務  二式」に係る事前確認公募において、応募要件を満たし

ており、業務への参加を希望しますので参加意思確認書を提出します。 

 
記 

 
 

１ 会社概要 

 
 

※ 会社概要について記載すること 

パンフレット等で代用できる場合は、パンフレットを添付すること

サイズ：A4 縦、記載しきれない場合は、別紙添付でも可。 

 

 
 

２ 応募要件 
 
 

※ 応募要件を満たしている状況等について記載すること 

サイズ：A4 縦、記載しきれない場合は、別紙添付でも可 

 

 
 

以上 



別紙 3

証　明　書

　次の事項には該当しません。

　（国立研究開発法人国立がん研究センター契約事務取扱細則第６条及び７条）

    ①当該契約を締結する能力を有しない者

　　②破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者

　　③暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第３２条

　　　第１項各号に掲げる者

　　④国立研究開発法人国立がん研究センター反社会的勢力への対応に関する規程（平成

　　　２８年規程第４８号）第２条各号に掲げる者

　  ⑤以下のいずれかに該当し、かつその事実があった後２年を経過していない者（これを

　　　代理人、支配人その他の使用人として使用する者についても同じ。）

　　 (ｱ)契約の履行に当たり故意に工事若しくは製造を粗雑にし、又は物件の品質若しくは

　　　　数量に関して不正の行為をした者

     (ｲ)公正な競争の執行を妨げた者又は公正な価格を害し若しくは不正の利益を得るため

　　　　に連合した者

     (ｳ)落札者が契約を結ぶこと又は契約者が契約を履行することを妨げた者

     (ｴ)監督又は検査の実施に当たり職員の職務の執行を妨げた者

     (ｵ)正当な理由がなくて契約を履行しなかった者

     (ｶ)前各号のいずれかに該当する事実があった後２年を経過しない者を、契約の履行に

　　　　当たり、代理人、支配人その他の使用人として使用した者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和     年　 　月     日

住　所

会社名

代表者 印

　国立研究開発法人国立がん研究センター　理事長  　殿
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